会　議　記　録
　高松市附属機関等の会議の公開および委員の公募に関する指針の規定により，次のとおり会議記録を公表します。

	会 議 名
	平成２４年度第２回瀬戸・高松広域定住自立圏共生ビジョン懇談会

	開催日時
	平成２４年７月３１日(火)　１３時３０分～１６時１０分

	開催場所
	高松市役所　１３階　大会議室

	講演および

議題
	講演　　講師：総務省地域力創造グループ地域自立応援課　

総務事務官　稲岡　和樹
演題：「定住自立圏構想の推進について　
～全国の取組事例を踏まえて～」
協議事項(１)　瀬戸・高松広域定住自立圏における具体的取組の
拡充について
協議事項(２)　その他

	公開の区分
	　　■　公開　　□　一部公開　　□　非公開

	上記理由
	

	出席委員
	井原会長，時岡委員，曽我部委員，好井委員，宮本委員，
佐伯委員，三井委員，岩瀬委員，熊委員，八束委員

	傍 聴 者
	     ９７ 人　　

	担当課および

連絡先
	政策課（839－2135）


	会議経過および会議結果

	会議の概要は，次のとおりです。
【講演】　講師：総務省地域力創造グループ地域自立応援課　

総務事務官　稲岡　和樹
演題：「定住自立圏構想の推進について　
～全国の取組事例を踏まえて～」
【協議】
（会長）
稲岡様には，非常に有意義な内容のお話しをいただきましたこと，感謝いたします。講演を参考にしまして，具体的な取組の拡充を検討する前に，定住自立圏の基本的な考え方や，なぜそういう取組をするのか，改めてじっくり考えていきたいと思います。
まず，協議に入る前に，この圏域の名称についてですが，「瀬戸・高松広域定住自立圏」の名称は，長くてなかなか言いにくいので，もっとシンプルにしてはいかがかと考えます。
それでは，委員の皆様に，今後の取組の拡充について，全国の取組などの講演内容を踏まえて，印象に残ったこと，考えを聞かせていただきたいと思います。

（委員）
人口は減っていくばかりで，出生率も下がっていき，今後の圏域の取組について真剣に検討していく必要があると思います。ビジョンは，作っただけではいけないし，いかに実施して効果を発揮させていくかが大切です。全国の事例についても，ホームページを見て勉強していきたいと思います。
（委員）
講演を聞きまして，創造的人材の育成やキーパーソンの存在が，どの分野でも非常に大事だと思いました。結びつきやネットワークの強化にも繋げていくことができたらと思います。
（委員）
初めて全国の事例を聞きまして，それぞれ，特色や課題があるのを改めて実感しました。比較検討の中で，足りないところを再度見直すきっかけになればいいと思います。

また，様々な取組は，行政を中心としたものとなっていて，住民を入れる計画とそうでない計画の温度差があると思われます。郊外と街中を繋ぐ橋渡しや，現場の思いを反映できるよう，その役割をこの懇談会が担っていければと思います。
（会長）

行政からのバックアップがなければできないことも多いですが，行政からばかりではなく，住民からも要望など，意義のあるものは働き掛けることが大事だと思います。
次の委員，お願いいたします。

（委員）

委員は補完的なところと，具体的な各論を議論する両面があります。今まで，民間NPOのメンバーとして，キーパーソン，自分が挑戦できる友人やライバルを見つけてきました。
この３年間を振り返ると，若い元気な女の子が増えてきています。大きな成果として，他の県からも高松に移住してきており，働く場を作り，元気な人が，高松に来てもらうことができたらいいと思います。
（委員）
気になることは，個性がなく，どこも同じような考えで取組をしているということです。
香川県の中で，定住を考える時，高松市を中心に３市５町が，それぞれ，どのような地域にしたいのかよく考えないといけないと思います。高松は，文化芸術でバランスよく出来上がっている街だと思います。住みやすい地域であることを大事にしていけばいいのではないでしょうか。
（会長）
文化芸術，産業振興，地域医療の点など，相対的に，この圏域は進んでいると思います。
瀬戸内国際芸術祭が，島に元気を与えている文化のあり方をじっくり考えていきたいと思います。
次の委員，お願いいたします。

（委員）
たくさんの具体例を示していただき，参考になりました。感じることは，ビジョンで終わらせないで，実際に動かせていっている手ごたえを感じました。
南信州定住自立圏の病児・病後児保育事業は関心をもって聞きました。高松市では，ファミリーサポートセンター事業は先進的な取組で，一方で，広域になればなるほど，新しい課題が出てきて，その点に対応しながら中身を充実していくことで，全国的なモデルとなるようになればいいと思います。
それと，感じるところ２点申しあげたいと思います。一つは課題として，持続可能な取組，住民を巻き込むことです。講演の中で，住民への浸透度が課題とお伺いし，それをどうして行くか，具体的にどういう手順を踏めば住民に浸透していくのか，お伺いしたいと思います。
もう１点，瀬戸高松の特徴としては，離島を含むことです。たとえば救急艇も特徴的な取組で，海を隔てている，地域的な特色としていけたらと思います。
（会長）
住民への浸透度については，確実に住民に伝えていく必要があります。
また，この圏域の特色には海域があり，陸域でみたら狭いけど，広い海域を含めたら，海上交通など特に考えていく部分だと思います。
次の委員，お願いいたします。
（委員）
皆さんが同じ方向に向いていくのが理想です。香川県において，広い範囲で，良い医療，救急体制となることは，住民にとっては，非常に大切なことだと思います。
（委員）
全国的な取組を紹介いただき，自分達の方向性は間違っていない自信にもなりました。瀬戸・高松広域定住自立圏とは何かと聞かれますが，実際，中学校の総体も，三木町，直島町と一緒にしています。知らないうちに恩恵を受けているところはあります。長い名前は知らなくても，ニックネームとか愛称とかキャラクターを作れば，これに則って事業をしていると思えるのではないでしょうか。
（会長）
今，名前についてお話が出ましたが，受付で，会議の名前を言っても分かってもらえず，ニックネームとか親しみをもってもらえるようにしたらいいと思います。
次の委員，お願いいたします。
（委員）

ぜひ，自転車を活かした公共交通をやっていただきたいと思います。交通事故は増えるし，歩くということも大事ではないでしょうか。
地域交通ネットワークは大事だと思います。高松市のこちらから，周辺に行った片方の場合だけでなく，周辺からこちらに来たときの双方が便利でないといけません。関係市町と連携して，一緒に考えていただけたらと思います。
それから，香川県には琴電がありますが，それを核として，どんなことができるか考えていきたいと思います。
また，定住を自立していくためには，住む所，職場がなければ，いけないと思います。地方の時代でもあり，職場を確保する努力が必要だと思います。
（会長）
皆さんからご意見をいただきまして，ここで講師の方に御感想をお伺いしたいと思います。
（講師）
いろんな意見があったことを，持ち帰って情報発信したいと思います。総務省もいろいろな事業をしています。ここでは，質問に対して回答したいと思います。
住民への浸透度については，どこが成果が出ているか検証しているところで，一番の効果は，マスコミに積極的に発信してもらうことです。
キャラクターについては，美濃加茂市がキャラクターを作っています。下関市でもやろうとしており，海外からの応募もあったと聞いています。学校等に呼びかけてもいいと思います。
圏域で共通の危機感を持って，医師不足，交通，定住自立圏を理解してもらえるようになればと思います。
総務省では，最近，頑張っているところを応援しようというふうになってきました。情報発信が重要で，皆さんが地域に発信し，職員の意識も高めないといけません。取り組んでいるところと，そうでないところの差が，少しずつ見え始めているのではないかと思っています。
（会長）

　ありがとうございました。

ここで，委員から事前意見をもらっていますので，私の方から少し御紹介します。
生活機能の強化，教育の分野が弱いのではないか，圏域情報の共有化を図るべきではないか，大学等の連携に力を入れる，実効ある取り組みをする，こども達の郷土愛を育む，公共交通の促進，伝統工芸，文化芸術の活用などが挙げられています。
他に，補足することがありましたら，お願いします。
（委員）　　　
文化芸術機会の鑑賞について，意外と知られていないので，もっと活用してほしいと思います。
（委員）

ICTについて，総務省から民間事業者に積極的に声をかけていただきたいです。

（会長）

それでは，特にこれからどう充実を図るべきか御意見をいただきたいと思います。アイディアを考えることは大事であります。数ある定住自立圏の中で，ここならではのことや，キーワードも大事であります。
１つに，若い芸術士を呼ぶなど，地域資源を活用すること，２つ目に，対話，意見の交換も重要であること，３つ目は，ここは広い海域に特徴があり，そのための移動手段が大事であること，公共交通は，共有の財産であります。
他に何かありませんか。
（委員）
自分が持っている道具を周辺に使ってもらわないといけません。
感じたのは，お互い関心が低く，それはキャッチボールがなくなるわけで，パートナーシップが欠落しています。
もっとお互いの会話，交流をしていく必要があると思います。例えば，さぬき市，東かがわ市の農園で作った物を食べると，東のことを思うとか，関心を高め，文化にしても，お互いに関係を構築していかなくてはいけません。
（会長）
お互いの交流が少ないので，いつでも御意見とかお寄せいただきたいと思います。
他に意見はありますか。
（委員）
ここは温暖で災害が少ないところです。企業誘致とか行政側がどのように考えているか情報が分からないので，お尋ねしたいと思います。
また，この地域を案内するときに感じたのですが，海があるのはすばらしいことです。もう１点は，うどんをアメリカ人が大変喜んでいます。お土産を県外に持参する時に，どれだけの人がうどんを持参しているのでしょうか。県民自体が誇りとして，文化芸術を楽しまないと，発信できないと思います。
（会長）
苦しい時，震災時には真剣に結集しますが，それだけではなく，これからの５年１０年を見て，自分達も結集して，やっていきたいです。
最後に，講師の方から一言いただけますか。
（講師）
本日はありがとうございました。今後施策に反映したいと思いますし，情報発信していきたいです。
印象に残ったことは，定住自立圏は，高松のような都市機能を整備して，周辺市町が使うという発想でした。なぜ，取り組まないのかとなると，周辺という名称がだめであると，取り組んでいるところからも言われます。国でも，８月に懇談会もあるので，この点についても話し合いをしていきたいと思います。
（会長）
定住自立圏は，すべて対等であるし，双方向で連携していきたいと思います。稲岡先生ありがとうございました。
では，事務局のほから協議事項（２）その他について説明してください。
（事務局）
本日いただいた御意見を参考にして，今後，連携拡充を図っていく具体的取組の拡充について調整を行いまして，取組内容を推進委員会で協議し，協定変更が必要な場合は，議会の議決を経まして，ビジョンに盛り込んでいきたいと思います。
調整等に時間を要するため，次回の懇談会は１月頃に日程調整し，御案内いたします。また，いただいた事前意見等に対しての回答については，後日送付いたします。
（会長）

ありがとうございました。今日お越しいただいた皆様，後意見がありましたらお寄せください。
本日はこれで終わります。


